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石
川
伍
一
日
記
を
読
む
（
五
）
大　
里　
浩　
秋
ま
え
が
き
　
こ
こ
に
載
せ
る
石
川
伍
一
日
記
の
解
読
文
は
、
本
誌
第
一
九
一
号
、
一
九
二
号
、
一
九
三
号
、
一
九
四
号
に
掲
載
し
た
文
の
続
き
に
当
た
る
。
石
川
伍
一
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
第
一
九
一
号
に
簡
単
に
紹
介
し
、
よ
り
詳
し
く
は
第
一
三
五
号
に
「
石
川
伍
一
の
こ
と
」
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
　
解
読
文
は
、
原
文
中
の
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
し
、
人
名
を
除
く
漢
字
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
、〔　
〕
に
よ
っ
て
文
字
の
不
足
や
不
明
な
点
を
補
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
原
文
中
に
空
白
が
あ
る
個
所
は
、
そ
の
通
り
に
空
白
に
し
た
。
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
、
一
字
分
を
□
一
個
で
示
し
た
。
解
読
に
際
し
て
、
今
回
も
常
民
文
化
研
究
所
田
上
繁
教
授
（
現
名
誉
教
授
）
の
援
助
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
で
解
読
不
明
の
文
字
を
だ
い
ぶ
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
　
心
づ
も
り
で
は
、
間
を
お
か
ず
に
解
読
文
（
五
）
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、（
一
）
か
ら
（
五
）
ま
で
を
合
わ
せ
て
解
題
を
準
備
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
時
を
置
き
、
か
つ
解
題
を
準
備
で
き
な
い
ま
ま
に
今
に
至
っ
た
。
不
始
末
を
恥
じ
つ
つ
、
次
回
を
期
し
た
150
い
と
思
う
。
明
治
十
九
年
九
月
か
ら
十
一
月
の
日
記
　
九
月
中
記
事
一
日　
雨　
水
二
日　
曇　
木
上
海
よ
り
上
田
、
横
山
、
二
宮
の
三
氏
着
す
。
上
二
の
二
氏
は
佐
氏
の
寓
に
宿
す
。
五
日　
晴　
日
領
事
館
に
遊
ひ
、
夜
闘
牌
共
に
す
る
も
の
七
人
。
七
日　
晴　
火
天
津
へ
北
京
よ
り
辻
本
、
内
藤
二
氏
着
す
。
辻
本
氏
は
肺
病
の
為
め
帰
国
す
る
な
り
。
仏
国
公
使
着
す
。
此
頃
に
到
り
日
本
よ
り
達
せ
し
新
聞
紙
及
ひ
諸
報
に
て
長
崎
事
件
の
委
細
知
れ
た
り
。
此
れ
は
去
月
十
三
日
の
夜
定
遠
号
の
水
夫
青
楼
に
上
り
乱
暴
を
な
〔
し
〕
た
る
を
巡
査
は
之
を
拘
引
し
た
り
。
故
に
水
兵
等
互
に
合
同
し
其
仇
を
報
せ
ん
と
て
同
十
六
日
夜
巡
査
に
喧
嘩
を
仕
掛
け
警
察
署
を
襲
へ
り
と
。
露
国
は
朝
鮮
東
方
に
あ
る
海
港
北
青
を
借
り
軍
艦
〔
港
〕
と
な
さ
ん
と
し
て
強
談
し
、
又
朝
鮮
は
魯
国
の
保
護
を
仰
く
の
密
書
を
魯
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帝
に
送
れ
り
と
て
袁
世
凱
は
大
に
怒
り
、
清
国
軍
四
隻
と
か
仁
川
に
碇
泊
し
、
李
鴻
章
は
露
韓
交
渉
事
件
に
付
仏
公
使
を
し
て
調
処
せ
ら
ん
こ
と
を
願
へ
り
。
九
日
李
氏
は
先
に
テ
ッ
ト
リ
ン
氏
に
某
人
を
派
し
、
日
本
に
行
き
海
岸
要
図
を
得
せ
し
む
る
を
命
し
た
る
に
、
某
人
は
上
海
に
在
り
為
す
所
な
く
帰
り
た
る
故
、
李
氏
は
徳
氏
を
不
快
に
思
ひ
官
閲
上
の
事
を
探
り
し
に
、
不
正
の
事
も
多
か
り
し
と
か
に
て
大
に
怒
り
追
出
さ
ん
と
云
ひ
居
る
由
。
又
李
氏
は
清
公
使
に
よ
り
露
韓
事
件
を
調
停
せ
し
め
ん
と
す
る
と
か
諸
説
紛
々
た
〔
り
〕
し
。
十
日
風
邪
に
罹
る
積
氏
七
日
許
前
よ
り
風
邪
に
て
咽
中
は
れ
甚
だ
悪
し
。
十
三
日
積
氏
咽
中
腫
甚
し
く
、
飲
食
進
ま
す
。
咽
及
頭
部
非
常
に
疼
む
故
に
ぱ
っ
ぷ
に
て
咽
を
暖
め
氷
に
て
口
中
を
湿
ふ
し
た
れ
ど
も
、
益
つ
疼
甚
た
し
き
を
以
て
西
医
を
請
す
。
西
医
は
心
配
す
へ
き
病
に
非
る
を
告
け
一
匣
薬
を
与
へ
て
去
る
。
十
四
日
朝
大
夫
来
る
。
積
氏
の
切
に
腫
れ
た
る
所
を
切
る
を
望
む
を
以
て
午
後
に
来
る
を
約
し
て
去
る
。
午
後
来
り
口
中
左
方
腫
れ
た
る
処
を
二
刀
切
り
た
る
に
、
出
血
甚
た
し
く
心
地
少
し
宜
し
き
を
以
て
医
士
は
帰
る
。
此
日
鄭
氏
急
に
長
崎
に
赴
く
の
命
を
受
け
海
晏
に
て
上
海
に
航
す
。
之
を
送
る
。
聞
く
に
、
長
崎
事
件
に
通
弁
者
な
く
為
め
に
鄭
氏
を
招
き
鳩
山
書
記
官
の
繙
訳
官
に
充
つ
と
。
此
夕
積
氏
疼
甚
為
〔
に
〕
話
も
出
来
ぬ
程
な
れ
ば
、
医
士
を
招
く
に
赴
き
た
り
に
家
に
在
ら
ず
。
少
焉
し
て
氏
の
腫
物
破
れ
臭
き
う
み
出
152
て
よ
り
心
快
く
凡
て
の
苦
み
を
忘
れ
た
り
。
依
て
医
士
を
辞
す
。
十
五
日
大
に
好
し
。
此
夜
上
田
氏
豊
順
号
に
て
上
海
に
帰
る
。
十
六
日　
曇
此
頃
は
又
た
急
に
熱
く
な
り
た
り
。
十
七
日
牟
田
氏
に
送
信
、
予
か
此
に
来
る
所
以
、
当
地
景
況
望
月
、
又
東
京
の
こ
と
。
二
十
五
日　
土
横
山
、
二
宮
二
氏
高
陞
号
に
て
上
海
に
帰
る
。
二
十
六
日
二
十
一
日
独
逸
海
軍
少
将
ク
ノ
ー
氏
ヒ
ス
マ
ー
ク
及
其
他
の
四
隻
を
率
ひ
て
太
沽
に
到
り
、
二
十
三
日
少
将
は
ウ
ー
フ
号
に
乗
り
紫
竹
林
に
至
り
李
氏
に
面
会
せ
り
。
李
氏
は
此
の
二
十
六
日
を
以
て
答
礼
の
為
且
つ
操
練
を
見
ん
か
為
め
、
鎮
海
号
に
坐
し
鎮
西
、
鎮
辺
、
鎮
東
の
三
隻
を
率
ひ
太
沽
に
発
せ
り
。
又
李
氏
は
少
将
に
牛
十
頭
、
羊
五
十
頭
を
送
り
た
り
と
云
ふ
。
而
る
に
其
後
聞
く
に
右
の
贈
物
は
其
出
帆
に
間
に
合
は
さ
り
し
と
。
二
十
九
日
此
夜
深
更
領
事
館
に
着
。
伊
東
小
太
郎
氏
孰
〔
敦
〕
賀
丸
に
て
到
着
。
三
十
日
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伊
東
氏
来
る
。
此
日
鄭
夫
人
長
崎
に
帰
ら
ん
か
為
め
金
崎
丸
に
上
る
。
之
を
送
る
。
朝
鮮
の　
　
大
臣
通
商
事
務
米
人
デ
ン
ニ
―
氏
帰
朝
す
。
此
頃
佐
々
木
氏
は
銅
十
万
斤
を
機
器
に
売
込
め
り
と
自
ら
云
へ
り
。
跟
班
及
厨
子
の
改
革
を
行
ふ
。
二
十
六
日
積
氏
太
沽
に
赴
く
。
翌
晩
十
一
時
過
帰
家
。
　
十
月
中
記
事
二
日
家
弟
に
送
信
、
内
に
大
人
に
呈
す
る
書
を
包
む
。
此
信
は
前
週
に
出
す
べ
か
り
し
を
免
れ
た
る
な
り
。
三
日　
曇
。
此
夜
雨
降
。
佐
々
木
氏
と
天
津
に
赴
く
。
氏
は
予
に
衣
服
三
件
を
買
与
せ
り
。
代
五
元
な
り
。
四
日　
後
大
雨
、
頃
刻
而
止
。
十
月
六
日　
晴
此
日
は
九
月
九
日
重
陽
の
節
に
当
る
を
以
て
郊
遠
を
な
さ
ん
と
て
、
領
事
始
め
小
田
切
君
及
五
、
六
人
に
て
馿
に
乗
り
高
氏
の
墓
辺
に
遊
ぶ
。
清
人
は
此
日
高
き
に
登
る
と
て
玉
皇
閣
に
登
る
と
云
ふ
。
七
日
此
日
よ
り
張
先
生
を
招
き
て
自
家
に
て
読
む
こ
と
に
定
め
た
り
。
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十
日　
日
曜
此
日
領
事
館
に
角
力
会
あ
る
筈
な
れ
ど
も
天
気
不
好
に
て
止
た
り
。
夕
暮
領
事
、
小
、
上
、
堀
、
伊
諸
氏
と
馬
に
乗
り
競
馬
場
に
到
る
。
十
四
日　
好
晴
。
副
島
氏
の
病
を
訪
ふ
。
氏
は
両
三
日
前
よ
り
急
に
下
痢
吐
瀉
を
始
め
、
時
疫
に
罹
り
し
な
ら
ん
と
云
ふ
。
予
か
行
き
し
と
き
は
快
気
な
り
し
か
、
其
容
貌
の
衰
た
る
は
其
病
の
烈
し
き
を
思
ふ
に
足
る
。
武
齋
号
は
益
々
其
店
を
広
め
た
り
。
三
井
物
産
会
社
の
頼
朝
丸
鉄
道
用
材
木
を
載
せ
て
沽
浜
に
着
す
。
十
三
日
の
夜
川
島
浪
速
な
る
人
着
す
。
氏
は
前
に
三
月
頃
積
氏
出
発
の
頃
世
話
せ
ん
と
約
し
旅
金
子
を
残
し
置
き
た
る
に
、
氏
は
之
を
浪
費
し
来
ら
ず
、
一
通
の
信
も
な
く
、
今
突
然
来
れ
り
。
積
氏
怒
て
其
不
始
末
を
責
め
断
然
之
を
辞
せ
り
。
氏
漸
く
旧
友
小
田
切
の
世
話
に
て
頼
朝
丸
に
て
上
海
に
行
く
〔
事
〕
に
な
り
た
り
。
旅
資
な
ど
小
田
切
の
恵
す
る
所
な
り
。
氏
は
少
年
自
負
の
気
あ
り
、
未
た
其
志
す
所
を
知
ら
ず
。
此
時
牟
田
氏
よ
り
信
達
す
。
二
十
二
日
澤
村
氏
よ
り
信
至
る
。
上
海
よ
り
田
代
助
作
氏
及
従
者
一
名
着
津
、
小
笠
原
、
宗
方
、
荒
賀
諸
子
の
信
を
得
て
、
以
て
旧
友
の
安
福
を
知
る
を
得
た
り
。
荒
賀
氏
は
事
あ
り
て
帰
朝
し
、
小
笠
原
氏
は
眼
疾
に
罹
り
、
宗
方
氏
明
春
を
待
て
将
に
北
地
に
遠
遊
せ
ん
と
欲
す
と
。
小
笠
原
氏
よ
り
東
京
日
々
新
聞
を
送
ら
れ
、
聊
か
故
国
の
情
形
を
詳
か
に
す
。
亦
□
公
の
害
を
免
る
ゝ
能
は
ず
。
今
年
の
□
公
は
地
方
へ
余
程
手
を
広
め
た
る
様
子
な
り
。
澤
村
氏
に
送
る
へ
き
行
李
も
亦
達
す
。
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二
十
四
日
先
き
に
宗
方
、
小
笠
原
両
氏
に
送
る
の
信
を
草
し
た
り
し
に
、
忽
ち
其
信
に
接
し
た
る
を
以
て
其
返
信
を
兼
ね
此
日
発
信
す
。
北
京
澤
村
氏
に
返
翰
を
送
る
。
此
日
四
時
半　
呉
大
徴
着
津
す
。
兵
士
河
岸
に
整
列
し
之
を
迎
る
時
に
祝
砲
を
発
す
。
威
儀
堂
々
た
り
し
と
云
ふ
。
氏
は
今
茲
二
月
命
を
奉
し
朔
北
不
毛
の
地
に
入
り
露
と
交
界
を
正
す
。
其
任
重
く
其
事
大
な
り
。
而
し
て
氏
は
当
今
の
名
士
な
り
。
不
知
如
何
か
其
局
を
結
ひ
た
る
。
二
十
三
日
大
坂
の
東
亜
貿
易
会
社
派
す
る
所
の
股
木
、
沼
田
、
辰
馬
、
上
原
の
四
人
な
り
。
聞
く
、
沼
田
氏
は
曽
て
陸
〔
軍
〕
よ
り
北
京
に
留
学
せ
し
め
る
三
年
、
帰
り
青
森
に
赴
き
語
学
を
教
へ
、
病
を
以
て
辞
（
有
事
）
し
、
又
外
務
〔
省
〕
よ
り
朝
鮮
京
城
に
遣
ら
れ
た
れ
と
も
、
氏
は
常
に
北
清
の
貿
易
に
志
し
、
此
に
至
て
大
坂
に
帰
り
之
を
商
人
に
謀
る
。
一
場
の
演
説
能
く
衆
聴
を
感
せ
し
め
、
以
て
東
亜
貿
易
商
会
の
創
す
る
所
以
と
云
ふ
。
其
本
意
を
聞
く
に
、
先
つ
資
本
株
を
三
万
円
と
し
専
ら
日
清
人
の
間
に
在
り
其
商
買
を
媒
す
る
を
目
的
と
な
す
と
云
ふ
。
田
代
氏
今
月
三
日
副
島
氏
と
共
に
来
り
、
互
に
相
協
力
す
へ
き
を
約
し
た
る
に
、
此
度
電
信
用
磁
器
の
こ
と
よ
り
相
合
は
ず
、
徳
丸
氏
為
め
に
其
通
辞
の
労
を
取
ら
さ
る
を
以
て
、
氏
等
は
啞
者
の
如
く
末
子
の
慈
母
を
失
ふ
如
く
、
遂
に
積
氏
に
請
ふ
て
予
〔
を
〕
し
て
此
煩
労
に
当
ら
し
む
る
こ
と
と
な
れ
り
。
予
は
為
に
幾
多
の
時
日
を
徒
費
せ
り
。
予
の
関
し
た
る
は
即
は
〔
ち
〕
茶
碗
買
売
の
こ
と
な
り
。
田
氏
三
月
来
り
し
と
き
当
地
宝
祥
順
な
る
雑
舗
に
売
与
せ
し
縁
を
以
て
、
此
度
も
亦
此
人
に
売
込
ま
ん
と
の
見
込
な
る
か
、
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当
地
近
来
日
本
茶
碗
の
輸
入
甚
た
多
き
を
以
て
為
め
に
大
に
下
落
を
致
し
、
当
時
先
方
の
言
ふ
所
ろ
千
個
十
□
な
り
。
氏
の
三
月
に
来
り
し
時
は
十
五
元
に
売
り
し
と
か
。
其
差
亦
甚
た
し
と
云
ふ
べ
し
。
三
十
一
日
伊
東
君
及
ひ
古
舘
氏
と
天
津
を
縦
覧
す
。
估
衣
街
を
経
、
北
門
よ
り
南
門
に
出
て
、
海
光
寺
傍
の
街
路
に
沿
ふ
て
帰
家
。
　
十
一
月
二
日　
明
日
は
我
か
天
皇
陛
下
の
天
長
節
に
当
る
を
以
て
、
競
馿
捕
鶏
競
走
等
の
計
画
の
外
、
異
装
の
打
扮
人
を
驚
か
し
以
て
其
人
の
誰
た
る
を
知
ら
し
め
さ
る
を
主
と
す
る
を
好
と
し
益
々
奇
な
れ
は
益
々
善
と
す
る
の
趣
向
な
り
。
故
に
此
日
は
準
備
の
為
に
半
日
を
費
す
。
天
津
に
赴
く
盖
し
茶
碗
の
こ
と
。
三
日　
此
日
は
朝
九
時
頃
よ
り
天
皇
陛
下
の
聖
寿
無
彊
を
祝
せ
ん
か
各
礼
服
に
て
領
事
館
に
来
り
。
聖
影
を
拝
し
将
に
野
外
の
遊
を
な
さ
ん
と
せ
し
に
、
天
色
濛
朧
雨
ふ
ら
ん
と
す
る
如
し
。
皆
な
不
平
の
色
あ
り
遂
に
行
を
決
す
。
予
は
白
馬
を
択
て
第
一
に
馳
せ
家
に
帰
り
換
衣
場
に
上
る
。
場
は
旧
競
馬
場
の
傍
な
り
。
後
に
予
か
乗
せ
し
白
馬
第
一
の
駿
逸
な
り
し
か
、
鬮
を
取
る
に
及
て
遂
に
中
ら
ざ
り
し
。
第
一
競
馿
に
て
予
及
武
内
氏
勝
を
得
た
り
。
第
二
同
し
く
荻
野
氏
、
第
三
同
し
く
堀
内
氏
各
一
着
な
り
し
。
第
三
に
は
先
勝
者
の
加
石川伍一日記を読む（五）157
入
を
准
せ
す
。
一
着
は
小
田
切
氏
な
り
し
も
規
を
犯
せ
し
を
以
て
算
せ
ず
。
午
餐
を
喫
す
。
捕
鶏
は
、
予
七
羽
を
得
た
り
。
余
は
皆
な
五
羽
よ
り
一
羽
に
至
る
。
次
に
競
走
な
り
。
三
丘
上
に
旗
を
建
て
之
を
取
り
来
る
な
り
。
小
田
切
一
、
堀
内
二
、
予
は
第
三
な
り
し
。
此
時
の
疲
労
甚
し
く
一
時
誰
も
起
き
得
さ
り
し
程
な
り
。
終
り
は
遠
距
離
競
馿
な
り
。
遠
方
に
旗
を
立
て
た
る
を
取
り
来
る
も
の
な
り
。
予
の
馬
第
一
に
着
し
旗
を
抜
き
取
り
馬
首
を
回
ら
し
帰
ら
ん
と
す
る
に
策
て
と
も
走
ら
ず
。
両
三
馬
予
を
迭
き
て
走
る
。
怒
り
之
を
策
ふ
甚
た
し
。
馬
亦
怒
り
飛
走
す
。
両
三
馬
を
乗
越
し
た
れ
ど
も
、
已
に
白
馬
と
距
る
遠
く
遂
に
勝
を
制
す
る
能
は
さ
り
し
。
白
馬
に
乗
り
し
者
は
奥
村
氏
な
り
。
予
は
第
二
。
七
時
異
装
に
て
、
予
は
一
長
頭
長
さ
三
尺
斗
り
な
る
を
造
り
、
女
の
仕
衣
を
借
り
腹
を
膨
ら
し
白
髯
を
付
け
以
て
福
禄
寿
に
傚
ふ
。
伊
東
氏
は
海
軍
将
校
之
礼
服
に
擬
し
、
同
し
く
領
事
館
に
至
れ
は
衆
已
に
在
り
。
尤
も
芳
と
称
す
へ
き
も
の
は
武
齋
号
の
荻
野
氏
の
服
装
な
り
。　　
を
以
て
造
り
た
る
上
礼
風
の
衣
を
着
し
素
麺
箱
を
屐
と
し
頭
に　
　
を
戴
き
、
右
に
竹
杖
を
執
り
、
左
に
大
な
る　
　
の
煙
草
入
れ
を
携
た
る
女
打
扮
、
今
日
の
第
一
な
る
べ
し
。
其
外
支
那
戯
場
に
用
ゆ
る
衣
裳
を
借
り
着
し
仮
髯
を
用
ひ
し
者
両
三
人
猥
々
、
一
人
薩
摩
武
士
、
田
舎
武
士
、
お
か
め
万
歳
、
支
那
女
、
支
那
役
人
、
亜
非
利
加
土
人
、
公
卿
、
虚
無
僧
、
領
事
は
支
那
水
兵
様
の
服
な
り
し
。
其
外
数
々
あ
れ
ど
も
多
く
は
奇
と
す
る
［
に
］
足
ら
ず
。
食
終
り
芸
尽
し
あ
り
。
落
語
、
謡
歌
、
茶
番
等
天
津
未
曽
有
の
盛
会
に
し
て
各
歓
楽
を
尽
し
た
る
、
今
日
の
如
き
あ
ら
さ
る
な
り
。
此
日
松
木
文
恭
氏
到
着
す
。
北
京
に
赴
か
ん
と
す
。
今
日
予
か
得
し
商
品
は
非
凡
之
勝
壮
士
之
功
労
凌
雲
関
伝　
名
及
ひ
銅
花
瓶
一
個
な
り
。
遂
に
韓
廬　
之
魁
及
筆
鋒
の
鋭
利
を
得
さ
る
は
残
念
な
り
し
。
六
日
158
松
木
氏
北
京
に
赴
く
。
澤
村
氏
に
寄
す
る
の
信
及
ひ
行
李
を
托
す
。
七
日
東
京
弟
壽
よ
り
書
至
る
。
出
遊
紀
行
と
又
予
か
前
書
に
答
ふ
る
も
の
な
り
し
。
安
保
よ
り
信
達
す
。
予
か
書
の
答
信
、
家
郷
の
光
景
を
知
る
を
得
て
聊
か
旅
情
を
慰
む
。
北
京
澤
氏
の
書
至
る
。
蓋
し
松
木
氏
未
だ
着
せ
さ
る
に
発
せ
し
も
の
に
し
て
行
李
の
こ
と
を
云
ふ
。
十
三
日
此
夜
同
昌
に
赴
き
東
亜
貿
易
商
会
の
諸
氏
を
訪
ふ
。
会
談
数
刻
、
又
木
氏
予
を
呼
て
北
京
行
の
用
件
を
托
す
。
此
れ
予
か
固
よ
り
願
ふ
所
な
り
。
而
る
に
事
あ
り
て
行
を
果
さ
ず
。
十
四
日
此
日
前
諸
氏
天
津
に
移
る
。
蓋
し
舗
を
開
き
し
な
り
。
仁
記
洋
行
の
内
を
借
り
た
る
な
り
と
。
又
木
氏
は
上
原
と
北
京
に
赴
き
し
と
。
此
日
漸
く
田
代
に
托
せ
ら
れ
た
る
茶
碗
売
售
一
件
を
完
る
。
氏
の
為
に
費
す
所
の
時
予
か
念
書
を
妨
け
し
こ
と
少
か
ら
ず
。
売
買
の
結
果
及
景
況
は
別
に
記
す
。
　
明
治
十
九
年
十
一
月
ま
て
